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名札つけをした場所 

 市役所本庁舎前広場          
名札つけをした人たち 

 市役所職員、市民          
呼びかけた人 伊藤千代子 参加者 ９名 名札 14 枚 2005 年 12 月 28 日実施 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

名札つけの内容 

三矢小台の田中さんと一緒

に、高木８本、低木 6 本に

名札を取り付けました。   

名札つけのねらい 

市役所を訪れる方々に、みどりの行動計画と

して名札付けが行われていることをアピール

できればと思い、取り付けました。        

みどりの行動計画 2005 

「木や花に名札をつけよう」

実 施 報 告 

みどりの行動計画推進会議 

緑と花のフェスティバル2006

実施協力者 

みどりと花の課

管財課     

田中悦子    

(三矢小台) 
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参考資料 8 

緑の基本計画の進捗状況とその評価 
 
【現状】：施策の進捗状況 
【関連】：緑推進委員会による提案および具体の取り組み 
【評価】：緑推進委員会委員（第 3 期）からのコメントなど 
 
Ａ．都市の緑づくり －緑の舞台をつくる－ 
 
A-1 貴重な自然空間の保全・創造 

 
A-1-1 段階的樹林地保全の展開 

①市全域樹林保全 ／ ②緑の保護地区・保護樹木の指定（助成型） ／ ③市民の森の指定

（借地型） ／ ④緑地保全地区の指定 
【現状】 

①に関連して、平成 7 年に続き平成 17 年度緑被現況調査を行った。②に関しては、平

成 17 年 4 月 1 日までに、特別保全樹林地区 45、634 ㎡、保全樹林地区 548、729 ㎡、

保護樹木 134 本の指定を行った。③に関しては、常盤平北口緑地を整備した。④に関し

ては、都市計画決定に向け千葉県と協議を重ねるも、財政事情から買取請求に対する対

応で指定について合意が得られていない。 
【関連】 

樹林地保全のための「樹林地カルテ」の作成、樹林地保全のための特別保全樹林地区の

指定、都市緑地保全法の緑地保全地区の指定を提言した（第 1 期委員会）。 
【評価】 

①に関しては、樹林地の保護や復元・再生の指導を条例によって行うことを目指してい

るが、有効な面開発の抑制ができていないため、現状では、緑被率を 3 割台に保つこと

が難しくなると予想される。市全域樹林保全は、この方向を継続する必要があるが、あ

わせて既存樹林の「保存」を優先的に進める姿勢を示す必要がある。②に関しては継続

が必要であるが、行政による保護樹木の指定と関連して、市民公募方式での樹木保護（例

えば、好きな木、癒される木、残して欲しい木などを市民から公募し、樹木の所有者に

認定証を発行して、その保護に資するなど。）も含めて検討する必要がある。③に関して

は、市民緑地制度の活用やこの制度に準じたかたちで休耕農地などを借り上げて保全す

る方向も必要になる。特に、矢切地区、和名ヶ谷地区など、台地と農地と川という３要

素の「松戸らしい」景観を持つ地域では、樹林のみではなく、これらを総合的に保全し

ていくことが求められ、それについてもこうした制度の活用を検討する必要がある。④

に関しては、実績がまったくない。指定可能な候補地は積極的に指定する必要がある。 
 

A-1-2 樹林地保全を全市あげてのバックアップ 
①条例の制定 ／ ②緑地管理機構の指定 ／ ③諸制度の改善に関する国への要望 ／ 
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④市民とともにすすめる樹林地管理 
【現状】 

①に関しては、都市緑地法による特別緑地保全地区の指定を視野に準備している。②に

関しては、松戸みどりと花の基金への指定を前提に、条例制定に合わせ検討している。

③に関しては、農地並相続税納税猶予をはじめ都市域の樹林地存続のための総合支援制

度の創設に関わる陳情を行なっている。④に関しては、森林ボランティア 5 団体が 5 地

区の樹林地を対象に管理活動を行なっている。 
【関連】 

他自治体との連携と国への働きかけの実施および市民参加を含む樹林地保全年次計画の

立案を提言した（第 1 期委員会）。また、樹林地保全の担い手やネットワークの構築、

樹林地保全施策の研究・試行の推進を提言した（第２期委員会）。 
【評価】 

①に関して、条例の内容も、基本計画の見直しに合せて、見直す必要がある。本来は面

的指定をねらいとした特別樹林保全地区は、実状ではその方向で指定が進んでいない。

また、特別保全樹林地区指定の対象を江戸川沿い斜面林に限定している施策も、方向転

換の必要がある。②に関しては、松戸みどりと花の基金の事業の充実に係わる検討が必

要であり、事業の中に「樹林の保存、維持管理」を加えて、機構の指定を早期に実現す

る必要がある。③に関しては、国等への働きかけについては、同様の問題を抱える地方

自治体と協力し、国への要望を続けているが、思わしい成果が得られていない。市川市、

柏市、流山市、船橋市、鎌ヶ谷市、我孫子市を含む千葉県７市における連携の促進と要

望の継続、市民も交えた全国的な運動に発展させる方策の検討が必要である。④に関し

ては、市民との協働による講座の実施や、樹林地管理、公園管理ボランティアの育成、

支援などの取り組みが成果を挙げている。みどりの担い手の育成・支援体制の充実と、

みどりのボランティアが活動しやすい環境および制度づくりが課題となる。 
 
A-1-3 自然調和型都市の形成 

①ビオトープ空間の確保 ／ ②きめ細かなエコアップの推進 ／ ③ビオトープ空間のネ

ットワーク化 
【現状】 

根木内城址の既存樹林と湿地の保全を図り、近隣公園として整備を進めている。その他

に特に進展はない。 
【関連】 

特になし 
【評価】 

どれも施策が展開されているという実感を持てない。「段階的樹林地保全の展開」、今後

の展開が予想される景観行政とも深くかかわる重要項目であるが、概念が示されている

だけでほとんど手つかずの状態である。核となる緑、軸となる緑を具体的に設定し、具

体的な計画を策定する必要がある。その際、「環境計画課による生物相調査の活用と専門

家を含めた検討が必要である。 
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A-2 緑の拠点づくり 

A-2-1 21 世紀の森と広場の整備 
①野外活動ゾーンの開設 

【現状】 
「自然を知り、自然に学び、自然を生かす知恵ある暮らし」を考えることを目的に平成

13 年 2 月開設。面積 1.4.ha。 
【関連】 

特になし 
【評価】 

野外活動ゾーンが開設されたが、バーベキュー広場以外の学習・交流施設の周知、活用

が進んでいない。「自然消費型」の利用が中心であり、市の中核をなす緑の拠点として、

市民がかかわり創造性のある都市公園へ管理の方針を変えていくことが望まれる。また、

樹木への名札付けなど、自然を知り自然を学ぶために、21 世紀の森と広場は如何にある

べきかについても、検討を進める必要がある。 
 
A-2-2 「（仮称）いきいきふれあい健康の里」の整備 

①土に親しむ場を提供する市民農園 ／ ②江戸川までつながる散策路やジョギングロード 

／ ③休憩できる河川に接した親水広場 ／ ④自然学習のための生態園 
【現状】 

実施見合わせ。 
【関連】 

特になし。 
【評価】 

緑の基本計画の施策メニューの見直しの際に、代替的措置を含めて検討する必要がある。

緑地、自然景観の一体的な保全・維持という方向性を保ちながら、計画を組み替えてい

く必要がある。 
 
A-2-3 「（仮称）矢切広域公園」の整備 

①公園の入口となる修景空間 ／ ②矢切の豊富な農地を活かした農園空間 ／ ③川と人

の文化を見せる観光空間 ／ ④江戸川の水辺の自然空間 
【現状】 

昭和 62 年千葉県緑のマスタープランに東葛飾地域での広域公園として本市南西部矢切

の渡し周辺に位置づけされたことに伴い、平成 10 年松戸市緑の基本計画に位置づけた。

しかし、平成 13 年度以降策定された千葉県の都市計画関連図書では整備箇所が特定さ

れず後退した表現となっている。広域公園の早期位置付けについて、千葉県に対し平成

14 年度より要請を行なっている。 
【関連】 

特になし。 
【評価】 

緑の基本計画の施策メニューの見直しの際に、代替的措置を含めて検討する必要がある。
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緑地、自然景観の一体的な保全・維持という方向性を保ちながら、計画を組み替えてい

く必要がある。また、緑の拠点として、幅員を拡幅して多自然化した国分川の流域を計

画に位置づけるかどうかも検討が必要である。 
 
A-3 個性ある緑の空間づくり 

 
A-3-1 ３つのふるさとゾーンの形成 －ふるさと自然ゾーン－ 

①21 世紀の森と広場の整備 ／ ②農園空間の活用 ／ ③金ケ作の自然環境の保全 
【現状】 

①に関しては、光と風の広場で未供用となっている一部用地を整備し、憩いの場として

提供している。②に関しては、松戸市全域で、市民農園 14 箇所（28、392 ㎡）1、362
区画が開設されている。③に関しては、金ヶ作自然公園を整備済であり、本地区に指定

している保全樹林地区の一部について、ボランティアより管理を行なっている（金ヶ作

の森、囲いやまの森）。 
【関連】 

21 世紀の森と広場への交通アクセスの改善を提言している（第 1 期委員会）。 
【評価】 

21 世紀の森と広場に関しては、市の中核をなす緑の拠点として、市民がかかわり創造性

のある都市公園へ管理の方針を変えていくことについても検討が必要である。 
 
A-3-2 ３つのふるさとゾーンの形成 －ふるさと歴史ゾーン－ 

①社寺林の保全 ／ ②貝塚を活用した公園整備 ／ ③根木内城址の公園としての整備 

／ ④街並み形成などによるネットワーク化 
【現状】 

①に関しては、東漸寺、本土寺などの社寺林を保全樹林地区として指定している。②に

関しては、幸田第一公園、東平賀公園で貝塚上を公園として整備し、貝塚の存在を PR
している。③に関しては、平成 18 年 4 月に開園した。④に関しては、都市整備本部の

企画管理室が中心になり回廊づくり事業として検討が行なわれている。 
【関連】 

特になし。 
【評価】 

①に関しては、樹林地保全の一環として実施する必要がある。③に関しては、市民団体

の活動を中心に行政が支援する新しいタイプの管理運営体制の確立と他の公園への展開

が課題となる。 
 
A-3-3 ３つのふるさとゾーンの形成 －ふるさと田園ゾーン－ 

①八柱霊園の積極的な活用 ／ ②農園空間の活用 ／ ③高塚の自然環境の保全 
【現状】 

①に関しては、野鳥観察会、自然観察会等のイベントの場として利用している（みどり

と花の基金主催）。②に関しては、松戸市全域で、市民農園 14 箇所（28、392 ㎡）1、
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362 区画が開設されている。③に関しては、保全樹林地区の継続を行う。 
【関連】 

特になし。 
【評価】 

特になし。 
 

A-3-4 江戸川グリーンラインの形成 
①江戸川の環境維持・向上 ／ ②江戸川の生き物サンクチュアリ ／ ③江戸川松戸フラワ

ーラインの整備 ／ ④川の一里塚の整備 ／ ⑤坂川プロムナードの整備 ／ ⑥「（仮称）

生き生きふれあい健康の里」・「（仮称）矢切広域公園の整備」 
 

【現状】 
①に関しては、ふれあい松戸川(流水保全路)の完成(平成 10 年度 延長 2.5 ㎞)により、

植物の多様化による良質な水辺環境の形成を図る。②に関しては進展はない。③に関し

ては、市民協働による整備が完了し、年 2 回のイベントを中心に河川愛護精神の育成を

実施している。④に関しては、河川利用者の休憩スポットとして江戸川に 4 箇所整備を

行なった。⑤に関しては、部分的に個別事業として整備を実施している。⑥に関しては

進展がない。 
【関連】 

特になし。 
【評価】 

⑥に関しては、緑の基本計画の施策メニューの見直しの際に、代替的措置を含めて検討

する必要あり。緑地、自然景観の一体的な保全・維持という方向性を保ちながら、計画

を組み替えていく必要がある。また、緑の拠点として、幅員を拡幅して多自然化した国

分川の流域を計画に位置づけるかどうかも検討が必要である。 
 
A-4 緑と水辺の回廊づくり 

 
※A-4 全体に係わる事項 

【関連】松戸駅周辺のセントラルパークと緑の回廊づくりを提言している（第 1 期委員会）。 
【評価】「ビオトープネットワークづくり」と重なる内容である。景観形成の要件ともあわせ

て検討し、枠組みを整理する方がよい。 
 
A-4-1 緑の幹線回廊の形成 

①主要な道路の緑化 
【現状】 

都市計画道路の一部供用開始に伴い、植栽地を設け緑化を図っている。 
【関連】 

特になし。 
【評価】 
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樹木の立場に立った管理への転換（例えば、樹木管理マニュアルの見直しなど）、地球環

境保全に配慮した公園の緑、街路樹の維持管理方法への脱皮（例えば、過度な剪定の見

直しや緑のリサイクルの推進など）、市民が生みの親、育ての親となる植栽・管理等が必

要である。 
 

A-4-2 水辺の幹線回廊の形成 
②主要な河川の環境整備 

【現状】 
水辺景観の向上を図るために、高木・中木の植栽、歩道橋の架け替えを行なっている。 

【関連】 
特になし。 

【評価】 
特になし。 

 
 
B．11 のまちの緑づくり －地域の緑の物語をつくる－ 

 
※B 全体に係わる事項 

【評価】 
計画の進捗度合いが不明瞭である。地域の将来像を実現して行くにあたり、行政が担う

ものと、地域が担うものを大別してはどうか。私有物の緑であっても公共性が高いこと、

生活環境を良好に保つ緑の効果を享受している地域市民が緑を守る担い手であることを、

計画のなかに示しておいたほうが良い。言い方を変えれば、地域の緑保全意向が計画や

施策に反映される道筋をつくることを示すことが必要である。 
 
B-1 地域単位の公園緑地整備 

B-1-1 街区公園などのリフレッシュ 
①公園のリフレッシュ 

【現状】全面的ではないが、周辺住民のニーズに対応して、部分的ではあるが再整備を進め

ている。災害時に正常な飲料水を供給するため、やまぶき公園及び横須賀中央公園

内に耐震性飲料水兼用貯水槽を整備した。 
【関連】 
【評価】 

②公園のバリアフリー化 
【現状】新規の公園において、出入口の段差、階段の手すりやトイレ等について、バリアフ

リーに配慮して整備を進めている。 
【関連】 
【評価】 

 
B-1-2 身近な公園緑地の整備 
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①街区公園の整備 ／ ②（仮称）クロスロードパークの整備 ／ ③（仮称）ステーション

ガーデンの整備 ／ ④ポケット花壇づくりの促進 ／ ⑤湧水/親水施設の整備 ／ ⑥市

民農園の整備の促進 ／ ⑦市民の森の整備の促進 
【現状】 

①に関しては、子どもの遊び場や国有地を活用し、公園不足地域に街区公園を 2 箇所整

備している。又、民間宅地開発において公園緑地の整備を求めている。②に関しては、

常盤平地区に 1 箇所整備した。③に関しては、松戸駅西口他 4 駅前広場に植栽地を整備

した。④に関しては、公共用地の未利用地等で、市民参加による花壇づくりを平成 10
年度より実施している。また、平成 16 年度より小金原緑地の一部を水仙ロードとして

整備している。⑤に関しては、湧水/親水護岸/散策路/川の一里塚など 26 施設を整備した。

⑥に関しては、農協等の農業団体や農地所有者に働きかけ、14 箇所 1、362 区画が開設

されている。⑦に関しては、常盤平北口緑地を整備した。 
【関連】 

特になし。 
【評価】 

⑥に関しては、都市緑地法（旧：都市緑地保全法）の改正に伴う「緑地保全地域」、「特

別緑地保全地区」等の指定の可能性の検討が必要。矢切地区、和名ヶ谷地区など、台地

と農地と川という三要素の「松戸らしい」景観を持つ地域では、樹林地のみならず、こ

れらを総合的に保全していくことが望まれる。なお、公園緑地の管理に関しては、樹木

の立場に立った管理への転換（例えば、樹木管理マニュアルの見直しなど）、地球環境保

全に配慮した維持管理方法への脱皮（例えば、過度な剪定の見直しや緑のリサイクルの

推進など）、市民が生みの親、育ての親となるような植栽・管理等が必要である。 
 

 
B-1-3 地域公園の整備 

①地域公園の設定 ／ ②地域公園の内容の充実 
【現状】 

実施見合わせにつき進展なし。 
【関連】 

特になし。 
【評価】 

特になし。 
 

B-2 地域の緑と水辺の回廊づくり 
B-2-1 地域の緑の回廊の形成 

①ゆとりある道づくりの中での緑化 ／ ②コミュニティ道路づくりの中での緑化 ／ ③

沿道緑化の推進 
【現状】 

都市整備本部企画管理室を中心として回廊づくり事業においてルート策定を検討中であ

る。 
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【関連】 
特になし。 

【評価】 
特になし。 
 

B-2-2 地域の水辺の回廊の形成 
①小河川の環境整備の推進 

【現状】 
水辺景観の向上を図るため、高木・中木の植栽、遊歩道の整備等を実施。 

【関連】 
特になし。 

【評価】 
特になし。 

 
※B-2 全体に係わる事項 

【関連】 
みどり資源再発見のための地域のみどり資源マップづくりとみどりの地区計画づくりを

提言した（第 2 期委員会）。 
【評価】 

松戸市景観形成検討委員会において、景観資源発見のための「まちあるき」を実施予定

であり、リンクの可能性を検討する必要がある。計画づくりの前提となる「地域のみど

り資源マップづくり」等の後に実施可能となる。 
 
B-3 緑の地域を創る緑化推進 

 
B-3-1 公共施設の緑化 

①まちづくり指導要綱による緑化基準の設定 ／ ②公共施設の接道部緑化の推進 ／ ③

花いっぱい運動による花壇、プランターの設置の推進 ／ ④学校緑化の推進 
【現状】 

①に関しては、平成 14 年 4 月条例を施行し、民間開発と同様に緑化基準を適用してい

る。②に関しては、進展はない。③に関しては、5 公園 5 駅前ロータリーに 10 箇所の花

壇及びプランターを設置。公共用地の未利用地を市民と協働により花壇づくりを実施し

ている。④に関しては、進展はない。 
【関連】 

特になし。 
【評価】 

樹木の立場に立った管理への転換（例えば、樹木管理マニュアルの見直しなど）、地球環

境保全に配慮した維持管理方法への脱皮（例えば、過度な剪定の見直しや緑のリサイク

ルの推進など）、市民が生みの親、育ての親となるような植栽・管理等が必要である。 
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B-3-2 住宅地の緑化 
①土地区画整理事業の際の地区計画による緑化を行いやすい環境づくり ／ ②緑地協定・緑

化推進モデル地区による緑化推進 ／ ③まちづくり指導要綱による緑化指導の継続 ／ 

④助成による接道部緑化の推進 
【現状】 

①に関しては、東松戸駅周辺他 3 地区で地区計画を導入。この中で垣、さくの構造の制

限を設け、ブロック塀ではなく、生垣を推奨している。②に関しては、昭和 53 年から、

共同住宅を対象に 12 箇所と協定を結ぶが、平成 15 年度をもって協定は終了している。

③に関しては、指導要綱を改め、平成 14 年 4 月条例化した。④に関しては、進展なし。 
【関連】 

特になし。 
【評価】 

特になし。 
 
B-3-3 商業地の緑化 

①まちづくりにあたっての地区計画などによる緑化を行いやすい環境づくり ／ ②まちづ

くり指導要綱による緑化指導の拡大 ／ ③花壇整備の推進 ／ ④助成による接道部緑化

の推進 ／ ⑤屋上・壁面緑化の誘導 
【現状】 

①に関しては、商業系用途地域内での地区計画を東松戸駅他 2 駅周辺地区で指定をして

いる。②に関しては、平成 14 年 4 月に施行した宅地開発事業等に関する条例により、

商業系用地地域内の敷地内緑化は指導要綱の 3％から 5％に強化した。③に関しては、

中心市街地（本町地区/松戸駅周辺）にプランターを設置し、四折々の草花で飾り、環境

美化及び景観向上を図っている。④に関しては、進展なし。⑤に関しては、従来、商業

系用と地域内では 3％の緑化目標であったが、条例化により５％に強化した。３％を超

える部分については屋上緑化を認め、その推進を図っている。 
【関連】 

特になし。 
【評価】 

特になし。 
 
B-3-4 工場・事業所の緑化 
①まちづくり指導要綱による緑化指導の拡大 ／ ②工場/事業所に対するプランター貸し出

し、花壇設置の推進 
 

【現状】 
①に関しては指導要綱を改め、平成 14 年 4 月条例化した。②に関しては、市内の工場・

事業所にプランターを配布している（平成 16 年度：43 社）。 
【関連】 

特になし。 
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【評価】 
特になし。 

 
 
Ｃ．緑の担い手づくり －市民とともに緑の体制をつくる－ 

 
※Ｃ全体に係わる事項 

【評価】 
計画策定の段階では、緑の担い手の育成や市民と行政との協働がまだ希薄であったため、

計画のこの部分に具体性が欠けていた。しかし、現在では、緑の担い手の育成や協働が

顕在化してきている。緑の担い手が活動しやすい具体的な環境および制度づくりへの展

開が必要である。この部分は「緑の担い手のネットワーク」といった言葉をキーワード

として、実状に合せた「体制」を打ち出したほうが良い。具体的には、地域、市域に市

外を加えた緑の担い手の連携モデルを想定して、相互補完型で課題の解決に取り組む活

動を、行政が施策の一部に組み入れることでオーソライズし、協働を進めていく方策が

考えられる。 
 
C-1 緑を守り創り育てる協力体制づくり 

 
C-1-1 緑の愛護活動の展開 

①愛護団体への積極的な支援 ／ ②愛護団体の活動の場の拡大 ／ ③愛護団体の活動内

容の拡充 ／ ④愛護団体の育成 ／ ⑤愛護団体の交流の促進 
【現状】 

樹林地保全や花壇づくりのボランティアを支援するために、作業に使用する用具の貸出

しを行う「緑のボランティア支援センター」を設置した。樹林地の保全に関しては、山

林所有者で結成される「松戸ふるさと森の会」の会員との交流を図り、場の提供を受け

るための基盤づくりを実施するとともに、平成 15 年度より「里やま入門講座」を通じ

て、樹林地保全に係わる市民団体が 2 団体設立された。花壇づくりに関しては、住民に

よる花壇づくりを支援し、団体相互の交流促進や草花育成の技能習得を図るため、松戸

花壇づくりネットワークを設立した。 
【関連】 

活動の相談受付・支援の窓口やしくみづくり、「松戸ふるさと森の会」等との連携、樹林

地保全や花壇づくり団体のネットワーク化、樹林地保全講座の継続を提言した（第 2 期

委員会）。 
【評価】 

里山ボランティア入門講座が引き続き開講され、里山ボランティアグループが継続的に

組織され、樹林地保全に取り組んでいることが、高く評価できる。花壇づくり団体ネッ

トワークについては、その後の展開をチェックしながら、自立化に向けた展開を支援、

促進する必要がある。 
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C-1-2 公園緑地の市民ボランティア活動の促進 
①「公園緑地ボランティア」の促進 ／ ②「自然と歴史の案内人ボランティア」の促進 

【現状】 
①に関しては、地元住民自らの手により、公園の整備が行なわれた（六実中央公園の園

路整備、幸田第一公園の広場整備）。②に関しては、戸定ヶ丘歴史公園にてボランティア

によるシティガイド、活動が行なわれている。 
【関連】 

特になし。 
【評価】 

根木内歴史公園の樹林地部分や湿地部分の整備に多くのボランティアが参加し、行政と

のパートナーシップに基づいて、これを進めてきたことは、高く評価できる。今後のあ

り方を検討するうえで、一つのモデルとなり得る。 
 
C-1-3 緑の適切な管理 

①愛護団体・基金・行政の協力による緑の維持管理 ／ ②ビオトープ・樹林地の管理 ／ ③

緑の管理マニュアルなどの作成 ／ ④緑のリサイクルの促進 
【現状】 

②に関しては、幸谷ビオトープをボランティアにより管理している。③に関しては、進

展はない。④に関しては、街路樹の剪定枝の一部を焼却処分せずにチップ化及び炭化す

る一方、公園や庭の樹木に名札を付けるための材料として利用した（みどりの行動計画

2005）。 
【関連】 

特になし。 
【評価】 

樹木の立場に立った街路樹等の管理への転換（例えば、樹木管理マニュアルの見直しな

ど）、地球環境保全に配慮した公園の緑、街路樹の維持管理方法への脱皮（例えば、過度

な剪定の見直しや緑のリサイクルの推進など）、市民が生みの親、育ての親となる街路樹

づくり等が必要である。 
 
C-2 緑を楽しむ活動づくり 

 
C-2-1 緑に関するコンクールの開催 
①生きもの写真コンクール（応募審査） ／ ②緑のマップコンクール（応募審査） ／ ③

公園アイディアコンクール（コンペ形式） ／ ④街と水辺の花づくりコンクール（応募審査） 

／ ⑤緑の功労者賞（推薦） 
【現状】 

①に関しては、野鳥の生息と自然環境の関わり記録するため毎年実施している（平成 16
年度応募 39 件）。②に関しては、進展はない。③に関しては、③地域公園など大規模な

公園を新設する際に予定するが、現在、地域公園の事業計画がない。④に関しては、花

いっぱい運動を全市的に展開するため、事業所、公共機関、各種団体、小中学校を対象
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に実施している（平成 16 年度 63 件）。⑤に関しては、進展はない。 
【関連】 

②に関連して、みどり資源再発見のための各種のみどりのマップづくりを提言した（第

2 期委員会）。 
【評価】 

特になし。 
 

C-2-2 緑のイベント/講習会の開催 
①緑と花のフェスティバルの開催 ／ ②歴史と自然のウォークラリーの開催 ／ ③体験

型イベントの開催 ／ ④各種講習会・観察会の開催 ／ ⑤市内イベントへの支援 
【現状】 

①に関しては、平成 2 年より毎年開催し、現在に至る。②に関しては、戸定ヶ丘みどり

の回廊ツアーを実施している。③に関しては、21 世紀の森と広場内の水田において、こ

めっこクラブによる体験稲作づくりを毎年行なっている。④に関しては、緑化愛護団体・

市民を対象に花づくりの専門家を講師に招き実施しており（平成 16 年度 2 回開催）又、

野鳥観察会も実施している（同 5 回開催）。⑤に関しては、常盤平・六高台の桜祭りや

江戸川河川敷で開催されるレンゲ・コスモス祭りの場にブースを設け、緑に関わるパネ

ル展示やパンフを配布している。 
【関連】 

②に関連して、みどり資源再発見のための「みどりのお散歩マップづくり」を提言して

いる（第 2 期委員会）。 
【評価】 

特になし。 
 
C-2-3 緑や自然に関する情報の発信 

①市内の愛護活動の情報発信 ／ ②緑の機関誌の発行 ／ ③各種パンフレット・小冊子の

発行 ／ ④各種ビデオの作成 ／ ⑤情報発信基地の充実 ／ ⑥研究機関との連携 ／ 

⑦緑や自然に関する調査・研究 ／ ⑧インターネットによる緑の情報提供 
【現状】 

①に関しては、みどりと花の課ホームページ上で情報を提供している。②に関しては、

「花とみどりのまち」（基金作成）を 3、500 部作成し、緑化愛護団体・賛助会員等へ配

布している。併せて緑化パンフレットも配布している。③に関しては、｢花とみどりのま

ち」及び緑化パンフレットを発行・配布している。④に関しては、「松戸のみどりに関す

る情報ビデオ」を作成し、21 世紀の森と広場内パークセンターにてみどり情報として放

映している。⑤に関しては、みどりと花の課に加え 21 世紀の森と広場内のパークセン

ターもその役割を担っている。⑥に関しては、千葉大学園芸学部等との連携が進みつつ

ある。⑦に関しては、平成 17 年度緑被現況調査を実施した。⑧に関しては、みどりと

花の課で独自のホームページを立ち上げ情報提供を行なっている。 
【関連】 

「みどりの情報ボランティア」の育成（第 2 期委員会）、パートナーシップに関連した
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市内大学との連携（第 1 期委員会）、みどり資源再発見のための「環境資源マップづく

り」の作成（第 2 期委員会）を提言している。 
【評価】 

特になし。 
 

C-3 協力体制のバックアップ 
 
※C-3 全体に係わる事項 

【関連】 
「緑の松戸づくり協議会の設立」と「21 世紀の森と広場等の拠点化」（第 1 期委員会）、 
みどりのネットワークの拠点としての「21 世紀の森と広場の活用」（第 2 期委員会）を

提言している。 
【評価】 

みどりと花の基金の機能を強化するとともに、21 世紀の森と広場を管理するパークセン

ターの機能を強化し、推進体制に位置づけることが必要である。また、基金、パークセ

ンター、公園緑地課、みどりと花の課以外に、緑と関連する部署が、それぞれどのよう

な役割を担えば、計画の実現を補完し合い、有効に機能するかを再検討する必要がある。 
 
C-3-1 （財）松戸みどりと花の基金の機能充実 

①基金の緑地管理機構化 ／ ②運営経費の多様化 ／ ③市民に対する基金の窓口機能の

充実 ／ ④基金事業の充実 
【現状】 

①に関しては、寄付行為に「民有緑地の取得及び保全」の条項を加え、民有緑地の取得

が可能となる。しかし、現時点では原資が少なく取得が困難である。②に関しては、寄

付金・賛助会費等の増加に努めているが、昨今の景気状況により減少している。③に関

しては、運営を受託している金ヶ作育苗圃にて緑化・ハーブ講習会を実施しており、こ

の講習会を通じてボランティアの育成を図っている。④に関しては、原資の増加に向け、

更なる受託を拡大する。 
【関連】 

特になし。 
【評価】 

特になし。 
 
その他「緑の基本計画」に係わる事項 

 
「緑の基本計画」および同計画の見直しに関する市民への周知 

【評価】 
松戸市に緑の基本計画なるものが存在していること自体、ほとんどの市民が知らないの

ではないか。緑の基本計画の見直しを進めるにあたり、もう一度、様々な方法を用いて、

市民に広報していくことが必要である。 
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計画の実現に向けて（計画推進のための総合的な体制） 

【評価】 
上記の「緑の担い手づくり」ともかかわるが、緑化基金の役割もさることながら、21 世

紀の森と広場を管理するパークセンターの役割を強化し、推進体制に位置づけることが

望まれる。ピラミッド型の階層でとらえるのではなく、基金、センター、公園緑地関連

部署などが、これも何をどのように担えば補完し合える関係として機能するのかを、も

う一度練り直してみる必要がある。 
 
 

以 上 
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参考資料９ 

 



 - 48 -

参考資料 10 

 

松戸花壇づくりネットワーク 

 

経  緯    松戸市緑推進委員会の提言により、パートナーシップによる緑の育成管理を

推進するため、委員会と松戸市みどりと花の課の共同プロジェクトとして、

個々に活動をしている花壇づくり団体のネットワーク化を図るべく、平成 16

年 3 月に前身の（仮称）「花壇づくり団体交流会」が設立されました。その後、

数回の活動を経て、平成 17 年 5 月に「松戸花壇づくりネットワーク」として

正式に発足いたしました。 

       

目  的   市内の花壇づくり団体が交流することにより、現状の課題や認識の共有、花

壇づくりに関する情報交換や人的交流の拡大等を図ります。 

それにより、各団体の活動が豊なものになり、同時に市民・企業・行政を含

めた松戸市全体の緑と花のまちづくりへと広がっていくことを目指します。 

 

活動状況  現在 14 団体により活動しております。 

      「花壇づくり団体交流会」 

第 1回 平成 16 年 3 月 19 日  全体会議（設立の趣旨説明等） 

      第 2 回 平成 16 年 5 月 17 日  花壇見学会その 1 

第 3 回 平成 16 年 8 月 24 日  花壇見学会その 2 

第 4 回 平成 16 年 11 月 18 日  園芸講習会（冬花壇の管理他） 

第 5回 平成 17 年 2 月 25 日  全体会議（課題の検討等）  

「松戸花壇づくりネットワーク」 

第 1回 平成 17 年 5 月 20 日  全体会議（ネットワークの設立）  

第 2 回 平成 17 年 6 月 30 日  評議員会（今後の事業計画）  

第 3 回 平成 17 年 7 月 28 日  視察研修会（千葉市美浜区他） 

第 4回 平成 17 年 10 月 20 日 園芸講習会（秋植え球根の育て方） 

第 5回 平成 18 年 2 月 3 日  情報交換会（花壇づくりについて）  

第 6 回 平成 18 年 4 月 20 日  評議員会（事業報告及び今後の事業計画） 

 

今後の方針  花壇づくり団体が主体となった事業の企画・運営をすすめるとともに、[財 

団法人松戸みどりと花の基金」との連携強化を図ります。 

さらに、ネットワークに参加することによって享受できるメリットを明確化 

し、参加団体並びにネットワークの自主自立を目指して活動を展開していき 

ます。 
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熱心に説明を聞く会員の皆さん 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 金ケ作育苗圃での花壇づくり実務研修会風景 

                     

                          

 

 

 

 

 

 

 
 球根の育て方についての講習            肥料混合作業の実務 

 

                      

 

                      

 
 

 

 

 
球根植え付の実習              実務研修会受講のみなさん 

千葉市美浜区へ視察研修会に参加した「松戸花壇づくりネットワー

ク」会員のみなさんです。毎年こうした研修会を行っています。 




